
学校法人会計の特徴や企業会計との違い等を説明している資料 

 

◆  学校法人とは  

学校法人とは、私立学校の設置を目的として、私立学校法の定めるところにより設立

される法人をいいます（私立学校法第3条）。学校法人は、学校法人会計基準で定める

ところに従って会計処理を行い、計算書類を作成しなければならないとされています。  

 

 

◆ 学校法人会計基準の特徴  

学校法人は、一般の企業のように利益の追求を目的とするものではありません。学校

法人は、教育研究活動を目的としていますが、収入と支出のバランスが取れなければ学

校運営を維持することはできません。そのため、学校法人会計の目的は、設置運営する

大学等の永続的維持、発展と教育研究活動の円滑な遂行です。同時に、経常費補助金に

係る予算の適切な執行が求められます。  

学校法人の収入の大半は、自由に増額することが困難な学生生徒等納付金です。また、

教育研究活動の維持発展のための支出を削減することが難しい点があります。そこで、

学校法人の経営状況及び財政状態を的確に把握するため、学校法人会計基準に基づき

計算書類を作成する必要があります。  

 

 

◆ 学校法人会計と企業会計の違い  

企業が利益の追求を目的としているのに対し、学校法人は教育研究活動を目的とし

ています。企業会計が計算書類からその経営成績を知ることが目的であるのに対し、学

校法人会計は計算書類によって安定的、継続的に教育研究活動が行われているか否か

を知ることが目的です。  

学校法人の事業は、基本的に非営利事業です。そのため、収益事業を目的とした一般

事業会社のように利益を得ることが目的とはなっていないことから、一定の制限の下

に認められる収益事業を除き、企業会計における損益計算は適用されません。 


